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日本の学校教育と
教育課程における特別活動の意義



１ 日本の学校教育
・「知・徳・体にわたる『全人的な教育』」

「『生きる力』を育む」 （平成８年中央教育審議会答申）

・個別最適な学び（指導の個別化と学習の個性化）と協働的な学
びを一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善につなげる。
「協働的な学び」は，同一学年・学級はもとより，異学年間の学び
や他の学校の子供との学び合いなども含むものである。知・徳・体
を一体で育む「日本型学校教育」 のよさを生かし，学校行事や児
童会（生徒会）活動等を含め学校における様々な活動の中で異学

・これからの学校には，こうした教育の目的及び目標の達成を目
指しつつ，一人一人の児童（生徒）が，自分のよさや可能性を認
識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多
様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人
生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることができるように
することが求められる。 （平成２９年改訂 学習指導要領前文）



21世紀を展望した我が国の教育の在り方について
－子供に［生きる力］と［ゆとり］を－
（中央教育審議会 第一次答申）平成8年7月19日

自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、
主体的に判断し、行動し、

よりよく問題を解決する資質や能力

自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を
思いやる心や感動する心など、豊かな人間性

たくましく生きるための健康や体力
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生きる力をはぐくむ－日本型学校教育－

知・徳・体にわたる全人的な教育



教育課程の実施と学習評価

児童(生徒)の発達の支援

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（イメージ）

深い学び

対話的な学び

主体的・対話的で深い学び

主体的な学び

学習指導要領 総則 第３

学習指導要領 総則 第４

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性
と関連付けながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己
の学習活動を振り返って次につなげる

子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え
方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める

習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特
質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に
関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成
したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを
基に創造したりすることに向かう

平成29,30年改訂

資質・能力の育成

一体的に
充実

これからの学校には……一人
一人の児童(生徒)が、自分
のよさや可能性を認識すると
ともに、あらゆる他者を価値の
ある存在として尊重し、多様な
人々と協働しながら様々な
社会的変化を乗り越え、豊か
な人生を切り拓き、持続可能
な社会の創り手となることがで
きるようにすることが求められる
。

学習内容の確実な定着

必要に応じた
重点的な指導、
指導方法等の工夫

各々の興味・関心・
キャリア形成の方向性等

各々の特性・学習
進度・学習到達度等

一人一人に
応じた学習活動・
学習課題の提供

学習の個性化

学習を深め、広げる

指導の個別化

異なる考え方が組み合わさり
よりよい学びを生み出す

クラスメイト

異学年・他校の子供

地域の人
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多様な
他者と協働

等

修得主義
の考え方を生かす

履修主義
の考え方を生かす

・個々人の学習状況に応じて学習内容を提供 ・一定の期間における個々人の学習の状況・成果を重視

・集団に対して共通に教育を行う ・一定の期間の中で個々人の多様な成長を包含 学習指導要領 前文

自
ら
学
習
を
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整

授業改善

授業外の
学習の改善

専門家

※本資料は、「教育課程部会における審議のまとめ」（令和３年１月25日中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会）に基づき、概念を簡略化し図等として整理したものである。

教育課程部会における審議のまとめ
（令和３年１月２５日）（参考資料）

協働的な学び個別最適な学び（教師視点では「個に応じた指導」）



２ 日本の学校教育における教育課程上の特別活動の意義

〇学級経営の充実に資する
・学習指導要領第６（５）章特別活動 第３の（３）

「学級活動における児童（生徒）の自発的，自治的な活動を中心と

して、 各活動と学校行事を相互に関連付けながら、個々の児童（生

徒）についての理解を深め、教師と児童（生徒）、児童（生徒）相互

の信頼関係を育み、学級経営の充実を図ること。その際、特に、いじ

めの未然防止等を含めた生徒指導との関連を図るようにすること。」

・日本の社会・文化的背景を踏まえ、我が国においては、自己肯定
感や自己実現などの獲得的な要素と、人とのつながりや利他性、社
会貢献意識などの協調的な要素を調和的・一体的に育み、日本社
会に根差した「調和と協調」に基づくウェルビーイングを教育を通じ
て向上させていくことが求められる。（第４期教育振興基本計画）

年間の交流の機会を充実することで，子供が自らのこれまでの
成長を振り返り，将来への展望を培うとともに，自己肯定感を育
むなどの取組も大切である。 （令和３年中央教育審議会答申）



特別活動において育成を目指す

資質・能力の三つの視点

人間関係形成

社会参画

自己実現

違いを認め合い、みんなと
共に生きていく力を育む

よりよい集団や社会を
つくろうとする力を育む

なりたい自分に向けて
がんばる力を育む



ウェルビーイング

日本社会に根差したウェルビーイングの向上

多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じるとともに、
個人を取り巻く場や地域、社会が幸せや豊かさを感じら
れる良い状態にあることも含む包括的な概念

身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、
短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの
将来にわたる持続的な幸福を含む概念



教育に関するウェルビーイングの要素

自己肯定感 自己実現 心身の健康

安心安全な環境 幸福感 協働性

多様性への理解 利他性 社会貢献意識

サポートを受けられる環境 学校や地域でのつながり



子供たちの主観的なウェルビーイングに関連する項目

〇自分にはよいところがあると思う

〇将来の夢や目標を持っている

〇授業の内容がよく分かる

〇勉強は好きと思う

〇学級をよくするために互いの意見のよさを生かして解決方法を
決める

〇地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う

〇先生は自分のいいところを認めてくれる

〇困りごとや不安がある時に先生や学校にいる大人にいつでも相
談できる

〇普段の生活の中で、幸せな気持ちになる

〇友人関係に満足している

〇自分と違う意見について考えるのは楽しい

〇人が困っているときは進んで助けている



・教科学習でつまずきがちであったり、問題行動が見られたり特別な支
援を要したりする児童生徒に対しても、自分の得意とする能力や個性
などを生かすことができるように配慮し、適切に役割を担うことができ
るようにすることも重要である。そうすることによって、各活動・学校行事
への積極的な取組を促すことが期待できる。集団生活への意欲や自
信を失っている児童生徒の自己存在感や自己有用感を高めるととも
に、自己の生き方についての考えを深め、自分の能力への自信を回復
することが可能になる。特別活動を通して発達支持的生徒指導の充実
を図ることは、児童生徒の「個性の発見とよさや可能性の伸長と社会
的資質・能力の発達を支える」という生徒指導の目的を達成する こと
に直接つながるものであると言える。 （生徒指導提要）

〇生徒指導の充実に資する
・学習指導要領１章総則 第４の１（2）児童（生徒）の発達の支援

「児童（生徒）が、自己の存在感を実感しながら、よりよい人間関係
を形成し、有意義で充実した学校生活を送る中で、現在及び将来に
おける自己実現を図っていくことができるよう、児童（生徒）理解を深
め、学習指導と関連付けながら、生徒指導の充実を図ること」



(1)自己存在感の感受

(2) 共感的な人間関係の育成

(3) 自己決定の場の提供

(4) 安全・安心な風土の醸成

生徒指導の実践上の視点（生徒指導提要より）

学校生活のあらゆる場面で、「自分も一人の人間として大切にされて
いる」という自己存在感を、児童生徒が実感できるようにする

自他の個性を尊重し、相手の立場に立って考え、行動できる相互扶助
的で共感的な人間関係をつくることができるようにする

自ら考え、選択し、決定する、あるいは発表する、制作する等の体験
を重視し、自己決定の場を広げていく。

お互いの個性や多様性を認め合い、安心して授業や学校生活が送れる
ような風土を、教職員の支援の下で、 児童生徒自らがつくり上げる



〇キャリア教育の要である

・学習指導要領１章総則 第４の１（３）
児童（生徒）が，学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら，
社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付
けていくことができるよう，特別活動を要としつつ各教科等の特質に
応じて，キャリア教育の充実を図ること。（その中で，生徒が自らの生き
方を考え主体的に進路を選択することができるよう，学校の教育活動
全体を通じ，組織的かつ計画的な進路指導を行うこと。）

◇日本の特別活動

「なすことによって学ぶ」

「学級・学校生活や人間関係を自らよりよいものにする」

「多様な集団活動を通して、自治的能力や自己指導能力を
育む」

「なりたい自分に向けて、前向きにがんばる力を育む」



◇互いを尊重する学び⇒温かい人間関係、支持的風土、共感的な
土壌が基盤＝自発的、自治的な活動の充実が求められる。

３ 非認知能力の育成に資する特別活動（学級活動）の実践
◇令和４年度小学校学習指導要領実施状況調査の結果から

「児童質問紙調査の結果から、育成を目指す資質・能力の三つの

視点である「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」に関する６項

目（特別活動において得られる効力感）の質問のうち、５項目につ

いて児童の肯定的な回答（「そうしている」「どちらかといえばそうし

ている」）が80％を超えていることから、特別活動への効力感は

高いといえる。」

① みんなで協力して活動することで、いじめのない学級や学校をつくることができる
② ちがいを認め合い、みんなと共に生きていく力がつく
③ みんなで話し合うことで、学級や学校の生活を楽しくできる
④ 自分のがんばりで学級や学校をよりよくすることができる
⑤ めあてを決めて努力することは、自分の将来に役立つ
⑥ 自分のよいところや得意なことを、生かしたり伸ばしたりすることができる
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〇自発的、自治的な活動である学級会の取組に関する質問（第6学年）

○育成を目指す資質・能力の視点の６項目の質問のうち、５項目については児童の肯定的な回答が

80％を超えている。ただし、「社会参画」に関する質問の肯定的な回答は、「自分のがんばりで

学級や学校をよりよくすることができる」は70％程度であった。

○学級活動に積極的に取り組んでいる児童は、自己肯定感や自他理解、協働、粘り強く取り組む態

度に関する項目について肯定的な回答をする傾向が見られた。また、96％以上の教師と80％以

上の児童が、特別活動について、いじめの未然防止などに役立つと感じている。しかし、自発的、

自治的な活動である学級会の取組状況についての肯定的な回答は、教師が90％程度であったのに

対し、児童は60〜70％程度であった。

○キャリア形成につながる、目標をもって実践する活動の取組について、90％以上の教師が肯定的

な回答をしている。一方、「そうしている」と強く肯定する教師は30％を下回っており、他の項

目と比較してやや低い傾向にある。

令和４年度 小学校学習指導要領実施状況調査の結果について（特別活動）－質問調査版－

質問項目（第６学年）○育成を目指す資質・能力の視点「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」を踏まえて
目標及び内容を整理し、各活動及び学校行事で育成する資質・能力を明確化。特に自治
的能力や主権者として積極的に社会参画する力を重視。

○学級活動における児童の自発的、自治的な活動を中心として学級経営の充実を図る際に、
いじめの未然防止等を含めた生徒指導との関連を図ることを明記。

○学校教育全体で行うキャリア教育の要としての役割を果たすことを明確化。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント ４．調査結果例（質問調査小学校特別活動）

① みんなで協力して活動することで、いじめのない学級や学校をつくることができる
② ちがいを認め合い、みんなと共に生きていく力がつく
③ みんなで話し合うことで、学級や学校の生活を楽しくできる
④ 自分のがんばりで学級や学校をよりよくすることができる
⑤ めあてを決めて努力することは、自分の将来に役立つ
⑥ 自分のよいところや得意なことを、生かしたり伸ばしたりすることができる

教師 学級会の議題について、児童の思いや願いを生かして選定できるように指導している
児童 学級会で話し合いたいこと（議題）を見つけている

2．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点

・資質・能力の視点「社会参画」に関する課題を踏まえ、特別活動において、「自分のがんばり

で学級や学校をよりよくすることができる」と実感できるように活動の充実や指導の改善を図

る。

・いじめの未然防止などに対して、多くの教師と児童が特別活動が役立つと感じていることか

ら、さらなる指導の充実が求められる。

・学級活動の「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」の授業について、話合いや「キャリ

ア・パスポート」を意思決定に生かし、「自己実現」へとつなげることができるようにする。

3．２の調査結果を踏まえた改善の方向性

〇「特別活動」で育成を目指す資質・能力の視点に関する質問

人間関
係形成

自己実現

社会参画

（共通）「自分にはよいところがある」 （共通）「自分とちがう考えを理解しようと努める」〇
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学級活動に積極的に取り組んでいる児童は、自己肯定感や自
他理解、協働、粘り強く取り組む態度に関する項目について、
肯定的な回答をする傾向が見られた。

９６％以上の教師と８０％以上の児童が、特別活動について、
いじめの未然防止などに役立つと感じている。



◇令和５年度「学力調査を活用した全問的な課題分析に関する調
査研究」の結果から

・児童の主体的・対話的で深い学びに係る設問と自己有用感に
関する項目で相関が見られた。

・児童の「主体的・対話的で深い学び」「学級活動」に係る取組
状況と、自己有用感等（特に「人が困っているとき進んで助けてい
る」「自分と違う意見について考えるのは楽しい」）の間には正の
相関が見られる。 など

「学級活動に積極的に取り組んでいる児童は、自己肯定感や自他
理解、協働、粘り強く取り組む態度に関する項目について肯定的な
回答をする傾向が見られた。また、96％以上の教師と80％以上の
児童が、特別活動について、いじめの未然防止などに役立つと感じ
ている。」



非認知能力を育む特別活動
～全国学力・学習状況調査の結果を活用した

専門的な分析から～







日本の学校教育と
エジプトのTokkatsu



４ 日本の学校教育とエジプトのTokkatsuの比較

〇エジプトにおけるTokkatsuの目的

自分自身の課題、学級や学校の課題を特定し、児童生徒が個人で自ら、
または、集団で自らそれを解決する活動。それにより、よりよい学級生活と学
校生活がつくり出され、児童生徒が学校に帰属感を得ることをが期待される。



５ エジプトのTokkatsuが日本の学校教育に投げかけて
いるもの
⇒日本の特別活動の意義や価値を改めて認識することに
つながる
・全人教育
・自己有用感や自己実現、協働性、利他性などの非認知
能力の育成に資する
・自治的能力や自己指導能力の育成
・学級経営や生徒指導に資する
・主権者意識の向上
・キャリア教育の要

「日本の学校教育や特別活動の課題」を明らかにするもの
でもあるのではないか



◇エジプトのTokkatsu
・特別活動を現地化し、Tokkatsuとして充実
・Tokkatsuにおける基礎・基本の共通理解・共通指導
・TO、指導主事といったTokkatsu専門の指導者や指導主事の
任用
⇔「こうでなければならない」というTOの意識の変容
・学校経営やTokkatsuの充実に貢献するスーパーバイザーの
任用
・学級会、学級指導、日直の実践⇒朝の会や児童会活動、学校
行事へと活動が広がり、取組が充実
＝活躍の場、自他のよさに気付く機会の充実
・児童の変容⇒教師、保護者の意識が変容
・Tokkatsuの取組を貧困対策に生かす

エジプトのTokkatsuの充実⇒非認知能力の育成に向けた
特別活動の国際化と質保証に生かす


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: 生徒指導の実践上の視点（生徒指導提要より）
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24


